
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

〇〇の秋 

                     副校長 旭岡 真司 

 

少しずつ日没が早くなり、日差しも柔らかく、風も爽やかに感じる季節となりました。スポーツ

の秋、芸術の秋、読書の秋、食欲の秋、秋はじっくりと何かに取り組むのによい季節かと思います。 

さて、「〇〇の秋」と問われたら、今の私が真っ先に思い浮かべるのは「読書の秋」です。ほん

の十数年前までは断然「スポーツの秋」でしたが、少し無理をするとけがをすることが多くなり（年

齢的に）、秋の過ごし方が変化してきました。とはいえ、ずっと読書好きだったわけではありませ

ん。読書が好きになったのは小学校６年生の秋だったように思います。それ以前は、文を書くこと

が苦手で嫌いだった私は、「読書」⇒「読書感想文」⇒「文を書くために本を読む」と連想し、心

から読書を楽しむことが少なかったように思います。そんな私が本好きになるきっかけは、星新一

のショートショートとの出合いです。一話を４～５分で読め、「う～ん。」「え？」「なるほど！」と

なる結末に魅了されました。この状況は中学生になっても続き、特に定期テストの前で勉強せざる

を得ない状況になればなるほど読書（現実逃避）していました。高校生になってからは別の作家が

好きになり全く読まなくなった星新一作品ですが、２０年近くたって

再び読むことになります。平成７年、私は母島小学校６年生の担任と

して春から学芸会の演目に悩んでいました。気晴らしに行った図書室

で懐かしい星新一の文庫本（※）を見付け、「これだ。」とひらめきま

した。幸いにも５人の６年生のうちの数人（全員ではありません）が

興味をもってくれ、「これで学芸会をやろう。」ということになりまし

た。脚本を皆で考え、ショートショート３つの話をつなげたオムニバ

スの劇を行いました。昔の読書が思わぬ形で役に立ちました。 

 

ところで、約１か月後の 11 月２日（土）は本校の学芸会が開催さ

れます。既に御家庭での話題にも挙がっていることと思います。学芸

会当日を迎えるまでの練習段階では、学校でも御家庭でも様々なドラ

マが生まれることと思います。今月のお子様の頑張りを、温かい言葉

でサポートしていただけると幸いです。 

 

※ 星新一の当時の文庫本は、現在の母島小中学校図書室にまだあります。 

 

月号 

10 

ぶうげん 

び
り
あ 

2 0 2 4 

小 笠 原 村 立 母 島 小 中 学 校  学 校 だ よ り 

ホームページ http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/ 

No.368 



水泳指導 

中学校保健体育科 

「こちらは……防災…母島です…。」乳房ダムの貯水量低下によ

り、１学期の母島小中学校の水泳指導は海で行いました。 

普段慣れ親しんでいる海ですが、安全に泳いだり、遊ぶ楽しさを

味わったりするために、気を付けなければならないことがありま

す。６月 17日（月）に海上保安署の講師の方から海での安全指導

として、海の特性や海で泳ぐ楽しさ、安全への気の配り方を教えて

いただきました。 

海での安全指導を踏まえ、脇浜での水泳授業を行いました。かわ

いい魚やカニを横目に、もぐる・浮く・泳ぐ練習に励みました。水

中で巻き上がる砂や時折襲いかかる横からの波に苦戦しながらも、

安全に楽しく学習できました。 

９月に入り、学校のプールで水泳授業が始まりました。小学生の

授業では、浮く・泳ぐ練習や、グループごとに各泳法の練習を丁寧

に行っています。その中でも、学年をまたいで応援したり、アドバ

イスをしあったりする姿が印象的です。 

中学生は、自己ベストよりも速く泳いだり長く泳いだりできるよ

うに、泳力向上メニューを自分たちで組み立てて練習に励んでいます。また、２年目の取組となる３分間泳

で、歴代１位を目指して頑張っています。 

10 月５日（土）・６日（日）には PTA プール開放があります。PTA 会員と児童生徒をはじめ、保育園児

と未就学児その保護者の方も御参加いただけます。「泳ぐことって楽しい！」をぜひ味わいに来てください！ 

 
道徳授業地区公開講座 

中学校 進路指導・研究担当 

 ９月 14日（土）に道徳授業地区公開講座が行われました。今年度も昨年度同様、「集団や社会との関わり

に関すること」をテーマとし、各学年で授業を進めました。授業では、登場人物の立場になって演じたり、ホ

ワイトボードを使ってクラスメイトと意見を共有したりと、今回のテーマについて深く考えている様子が見ら

れました。 

 ４時間目には「意見交換会」を実施し、昨年度よりも多くの保護者の方に御参加いただきました。参観を通

して、「他の人の視点に立って考えている姿を見ることができた」「他の人の意見や資料によって心が動かさ

れ意見に変化が見られた」や「保護者も授業に参加してみたい」という大変嬉しい御意見もいただきました。 

 意見交換会でいただいた御意見を基に、次年度の道徳授業地区公開講座に生かして参ります。保護者・地域

の皆様、御多用のところ御来校くださり、誠にありがとうございました。 

 

  



歯の健康について 

養護教諭 

 母島に赴任して５か月が過ぎましたが、放課後、海に飛び込んでいく子供たちの姿を見て、今ま

で見たことのない光景に驚いています。保健室の利用が少ないことにも驚きましたが、同時に子供

たちの体が健康であることを実感しています。 

今、健康だからこそ、健康を一生保ち続けるような力を付けてほ

しいと思います。歯磨きは病気の予防や健康を保つために、毎日、

自分自身で行える手段であり、とても身近なものです。口の中の健

康に興味をもつことは、食生活や全身の健康へもつながります。 

１学期に、診療所より歯科衛生士の山田京子様を講師としてお招

きし、小学生を対象にブラッシング指導を行いました。染め出しを

して「真っ赤だ！」「こんなところまで！」とみんな驚いていま 

した。自分ではきちんと磨いたつもりでも実は磨き残しが多い部分に気付くことができました。一

人一人の歯並びに応じて、どのように歯磨きしたらよいかアドバイスをもらい、歯肉炎やフロスの

使い方なども教えていただきました。覚えたことを毎日実践して、80 歳になった時も自分の歯で

食事をたくさん食べていてくれたら嬉しいと思います。 

これからも母島小中学校の良さを生かし、子供たちの健康を見守っていけたらと思います。御協

力をどうぞよろしくお願いします。 

 

防災意識と日常生活 

中学校生活指導担当   

夏休みに私の地元、鹿児島県で震度５の地震がありました。地震が発生した日の夜に両親へ連絡

したところ、幸いにも実家の方では大きな被害はなく、両親の「まさか、こんなに揺れるとはね。」

と、いつもの口調に安心し、それと同時に少し不安感を覚えました。避難訓練や災害に関する報道

は繰り返し行われるものの、テレビに映る災害の風景や被害の報告も、どこか遠い国の話のように

聞こえてしまうことはよくあることだと思います。 

私も身近に感じたからこそ、最近、防災バッグを購入し、保存食につい

て調べながら、災害に備え始めました。保存食の市場は、かなりの種類数

で、選ぶ楽しさまで感じられるほど豊富になっており、目から鱗でした。

保存食について調べていると、ローリングストックという備蓄方法を見付

けました。日常で備蓄品を消費しながら補充し、鮮度を保ちながら「まさ

か」の事態に備えるという方法です。自身を守る、災害に向けた備蓄とし

つつも、日常のささやかな楽しみとして保存食を購入するという、日々の

生活と防災意識を結び付けるよい機会だと思います。 

９月２日（月）村の防災訓練に合わせて、母島小中学校の児童・

生徒も避難訓練を行いました。村の防災訓練は年に一回ですが、

学校では様々な災害や状況を想定して毎月避難訓練を行ってい

ます。御家庭でも防災について子供たちと話しながら、学んだこ

とや知っている知識について話し、防災意識を高めるきっかけを

作ってみてはいかがでしょうか。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の主な行事予定 16 水 （小）保健体育委員会集会 

１ 火  17 木 （中２）硫黄島訪島事前検診 

２ 水 
（小）飼育栽培委員会集会 

（小６）タコノ葉採集 
18 金 

（中）中朝礼 (小５～中)学芸会会場設営 

(～小４)５時間授業 体育館開放停止（11/2まで) 

３ 木 （中）中間考査 19 土 （中２）硫黄島訪島 

４ 金 
（中）中間考査 （中２）硫黄島保護者説明会 

（小）水泳指導終 英語検定 
20 日 （中２）硫黄島訪島 

５ 土 PTAプール開放 21 月 （中２）硫黄島訪島 （小）クラブ 

６ 日 PTAプール開放 22 火 （中２）振替休業日 

７ 月 朝礼 安全・保健指導 （小）委員会 23 水 （小６）小笠原小交流 

８ 火 避難訓練 （中）委員会 24 木  

９ 水  25 金  

10 木  26 土  

11 金 （中）水泳指導終 27 日  

12 土 （中３）実力テスト 28 月 （小）クラブ 

13 日  29 火  

14 月 スポーツの日 30 水 学芸会予行 

15 火 学芸会時程始 SC来校～１７日 31 木  

 

 

 

生活目標 

「自分から進んで働こう」 

・周りの人の支えに感謝しよう。 

・力を合わせて仕事をしよう。 

・社会に役立つ大切さを理解しよう。 

 

 

安全指導 ７日（月） 

「刃物の取り扱いと道具の借用・返却について」が、

重点指導目標です。 

 今月は、学芸会に向けて道具を作るなど、刃物を使

用する機会が増えます。先生に無断で使用することの

ないよう、ルールを守り安全に気を付けて使い、きち

んと返却するよう指導を徹底します。 

 

 

避難訓練 ８日（火） 

 校内での地震を想定した避難訓練を行います。各学

級で突然の強い揺れから身を守る行動や判断を学び

ます。緊急時に落ち着いて、素早く身を守るための行

動をとれることを目標に行っていきます。 

 

 

 

 ◆日時 

学芸会    11 月２日（土） 

開演８時 45分 

   

 

今年度の学芸会は、以下の３つの演目を行います。 

〇 小 1・2・3 年 劇『 11 ぴきのねこ 』 

〇 小 4・5・6 年  劇『 モモと時間どろぼう 』 

〇 中学生・5・    劇『 竹取物語 』 

 

 来校の際は必ず上履きをお持ちください。 

詳細につきましては、後日配布いたします、 

「学芸会のお知らせ」を御覧ください。 

御理解、御協力をお願いいたします。 

 

 

 

10 月の生活指導 令和６年度 学芸会 

 

 

 

 

 

 

 

 


